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【ポイント】 

● 日本からの観光客や出張者等の増加に伴い、スリ・置き引きなどの窃盗被害や、メール

やウェブサイトを通じたオンライン詐欺、最近では航空機内における盗難被害の相談が

多く寄せられています。 

● クアラルンプール市内中心部や観光地において、スリや置き引きが多く発生しています。

外国人や観光客をターゲットにした犯罪集団もあり、今後、こうした被害が増えていく可能

性があります。 

在留邦人及び短期滞在者の皆様には、スリや置き引きなどの被害に遭わないために

も、「後ろポケットに財布や携帯電話は入れない」、「ショルダーバックは前に抱えるように

持つ」などの基本的な防犯対策を習慣づけるようにお願いします。 

● メールやウェブサイトを通じた「オンライン詐欺」の被害も増えています。最近では、「高リ

ターンが得られる」との誘い文句による「投資詐欺」が最も多く、次いでオンラインショッピ

ングなどで商品を注文するも商品が届かない、又は偽物が送りつけられたとの被害や、

銀行員等を装った「電話詐欺」の被害も確認されています。 

● 最近、旅客機内に持ち込んだ手荷物内の貴重品が盗まれるといった被害も確認されてい

ます。国内線・国際線を問わず、機内に現金等の貴重品を持ち込む際には、極力、座席

上の収納棚に入れた手荷物内に入れることなく、可能な限り身体に近いところで保持す

るようにして下さい。機内のお手洗いを使用する際も、できるだけ現金、クレジットカード、

旅券等の貴重品は身に付けておくことをお勧めします。 

 

【本文】 

上記を踏まえ、在留邦人及び短期滞在者の皆様におかれましては、当地の犯罪情勢（以 

下、最近の主な犯罪被害届出内容参照）を認識し、ご自身とご家族が犯罪被害に遭わない 

よう防犯対策を行い、防犯認識を高く保持していただくよう心がけてください。 

当地における最近の主な犯罪被害届出内容は次のとおりです。 

 

１ 主な犯罪（スリ・置き引き・ひったくり・詐欺）の手口 

（１） スリ 

・ エスカレーターに乗車中、背負っていたリュックサックやボディバッグの中から財布等

を盗まれた。 

・ 電車やバスで数人組のグループに取り囲まれ、バッグから財布を抜き取られる。 

・ 信号待ちをしている際に、背後から近づき、バッグから財布等を盗む。 

・ 盗んだ財布からキャッシュカードやクレジットカードだけを抜き取り、財布を元のバッグ

等に戻す（発覚を遅らせるためとみられる）。 



・ クアラルンプール近郊にある「バトゥ洞窟」を観光中、階段を歩いていたところリュック

サックやボディバッグから財布を抜き取られる。 

（２） 置き引き 

クアラルンプールの屋台街「ジャランアロー」にあるレストランにて食事中、バッグを椅子

の脇に置いておいたところ目を離した隙に盗まれる。 

（３） ひったくり 

・ 歩道を歩いていた際、車道側に掲げていたショルダーバックをひったくられる。 

・ 携帯電話を見ながら信号待ちをしていた際、走行してきたバイクに携帯電話をひったく 

られる。 

  ・ クアラルンプール市内にある繁華街ブキビンタンを歩いていたところ、後ろから来た二

人乗りのバイクに旅券等在中のバッグをひったくられる。 

（４） 詐欺 

  ・ 「投資プロジェクトに参加すれば高リターンが得られる」、「外国の投資口座を開設すれ

ば高額な利益が得られる」との勧誘メール。 

  ・ 「あなたの口座に問題がある。問題を解決するには支払いが必要」、「あなたの名義で

不正にクレジットカードが作成され使用されている」など銀行員を装った不審電話。 

  ・ 「あなたの電話番号がオンライン詐欺を斡旋するようネット上に掲載されている」など警

察、政府機関職員を装った不審電話。 

（５） その他 

    最近、クアラルンプール市内の路上において、「財布をなくしてしまったのでお金を貸し

て欲しい」、「日本のお金を見せて欲しい」などの不審人物による接触。 

 

２ 主な対策 

（１） スリ  

・ 外出時は、多額の現金、カード類等の貴重品は極力持ち歩かない。 

   ・ やむを得ず持ち歩く場合には、貴重品などは一か所にまとめず、分散させる。 

   ・ リュックサックの外側ポケットやズボンの後ろポケット等、人目につくところに財布や貴 

重品を入れない。 

・ 常にカバン等は身体の正面に抱えるように持ち、歩行中やエスカレーターに乗車中は 

リュックサック等を背中に背負わないようにする。 

・ 複数の犯人が声掛けをして被害者の注意をそらした上で犯行に及ぶケースが多いた 

め、自分の周りで気を引くようなことが起きたら、まずは所持品をしっかり確認する。 

・ ＡＴＭ操作中や、スマートフォンでの会話中も周囲への警戒が緩みやすくなるため注意 

する。 

（２） 置き引き 



飲食店で荷物を置く際は、視界に入るようにするか、自分の身体に密着させるなど置き

方にも留意する（例えば、常時、荷物に触れるようにしておくなど）。 

（３） ひったくり 

・ 歩道を歩く際は、車道側に荷物やカバンを持たない。 

・ ２人乗りのバイクには常時警戒する。 

（４） 詐欺 

  ・ 電話やメールで個人情報（暗証番号等を含む）を教えない。 

  ・ 心当たりのないメールや着信に折り返し連絡はしない。 

  ・ 他人にクレジットカードやキャッシュカードは渡さない。キャッシュカード等で決済する際

は、暗証番号を盗み見られないようにする（不用意に店員等に渡さず、面前で決済させ

る）。 

  ・ 少しでも違和感を感じた際は安易に行動せず、まずは警察や大使館等に相談する。 

 

以下の「安全の手引き」「啓発チラシ」もご参照ください。  

【安全の手引き】https://www.my.emb-japan.go.jp/files/100530533.pdf  

【啓発チラシ】https://www.my.emb-japan.go.jp/files/100537986.pdf  

【被害に遭った場合の措置】  

・万が一、犯罪被害に遭った場合は、警察署への報告（ポリスレポートの提出）をするととも   

に、悪用されないように速やかにキャッシュカードやクレジットカードの利用停止などの措置 

を講じてください。 

・旅券を紛失、あるいは盗難に遭った場合 

マレーシアを出国するためには、旅券の再交付を受けることと、マレーシアの出入国管理局

に赴き、滞在許可事実の確認等を受けることが必要になります。旅券は、日本国外におい

て日本人であることの身分を証明する公文書であり、生命の次に大切なものです。旅券の

重要性を改めて認識して頂くとともに、第三者に取り出されやすいポケットなどに無造作に

入れることなく、紛失や盗難防止に努めてください。 

https://www.my.emb-japan.go.jp/itpr_ja/passport.html#lost 

・緊急連絡先 

警察 999   

警察署連絡先（英語） 

https://police-station.com/category/malaysia-police-station/ 

https://www.my.emb-japan.go.jp/itpr_ja/passport.html#lost

